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佐
久

市
議

会
三

月
定

例
会

は
二

月

二
八

日
よ

り
三

月
二

三
日

ま
で

の
二

四
日

間
の

日
程

で
開

催
さ

れ
ま

し
た

。

会
期

中
の

三
月

一
一

日
、
観

測
史

上
初

め
て

の
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

九
・
〇

と
い

う
東

日
本

大
地

震
が

あ
り

、
今

も
な

お

行
方

不
明

者
の

捜
索

活
動

と
避

難
者

救
援

活
動

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
被

災

さ
れ

た
皆

さ
ん

に
心

よ
り

お
見

舞
い

を
申

し
上

げ
ま

す
。
 

 
平

成
二

三
年

度
当

初
予

算
は

一
般

会
計

で
四

二
五

億
八

〇
〇

〇
万

円
と

い
う

予
算

で
す

。
普

通
建

設
事

業
費

は

六
二

億
七

一
八

七
万

円
と

大
型

公
共

事
業

が
目

立
っ

て
い

ま
す

。
一

方
で

、

市
長

公
約

の
子

ど
も

の
医

療
費

無
料

化
の

拡
大

は
実

施
さ

れ
ま

せ
ん

。
 

城
山

小
給

食
施

設
セ

ン
タ

ー

化
に

向
け

た
測

量
、
用

地
整

備

費
を

計
上

・・・修
正

案
を

提
出
 

 
栁

田
市

長
は

、
城

山
小

自
校

給
食

を
や

め
、
セ

ン
タ

ー
化

す
る

た
め

の
予

算
と

し

て
二

八
三

八
万

円
を

計
上

し
ま

し
た

。
 

共
産

党
市

議
団

は
、
ま

だ
住

民
合

意
の

な
い

予
算

計
上

に
反

対
し

、
総

務
委

員
会

に
予

算
修

正
案

を
提

出
し

ま
し

た
。
委

員

会
で

は
、
小

林
松

子
議

員
以

外
の

反
対

多

数
で

否
決

さ
れ

ま
し

た
。
 

 
二

三
日

の
本

会
議

で
は

、
内

藤
祐

子
議

員
が

予
算

案
に

反
対

討
論

を
し

ま
し

た
。

神
津

正
議

員
が

事
実

と
異

な
る
「

地
元

説

明
会

で
は

、
市

民
は

概
ね

賛
成

し
て

い

る
」

と
の

賛
成

討
論

を
し

ま
し

た
。
 

 
 

部
落

解
放

団
体

へ
一

九
九

〇

万
円

の
補

助
金

・・・反
対

討
論
 

 
国

や
県

の
同

和
対

策
事

業
が

終
了

し

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
栁

田
市

政
で

は
、

部
落

差
別

が
あ

る
限

り
補

助
を

続
け

る

と
し

て
部

落
解

放
同

盟
な

ど
へ

団
体

補

助
金

一
九

九
〇

万
円

を
計

上
し

ま
し

た
。

隣
の

御
代

田
町

で
は

四
年

前
か

ら
補

助

金
や

事
業

を
廃

止
し

、
そ

の
予

算
を

福
祉

や
教

育
に

回
し

、
二

月
の

町
長

選
挙

で
は

茂
木

町
長

が
圧

倒
的

な
得

票
で

再
選

さ

れ
ま

し
た

。
共

産
党

議
員

団
は

内
藤

議
員

の
当

初
予

算
反

対
討

論
で

、
反

対
理

由
に

こ
の

補
助

金
を

あ
げ

ま
し

た
。
賛

成
討

論

は
公

明
党

の
佐

藤
悦

生
議

員
が

行
い

ま

し
た

。
 

★
平

尾
山

公
園

管
理

委
託

料
 

一
億

一
二

〇
〇

万
円

 

 
公

園
管

理
委

託
料

総
額

が
一

億
五

〇

九
〇

万
円

の
中

で
パ

ラ
ダ

は
突

出
し

て

い
ま

す
。

内
訳

は
公

開
さ

れ
ま

せ
ん

。
 

医
療

・
介

護
労

働
者

の
増

員
、
夜

勤
改

善
の

陳
情

は

不
採

択
・・党

議
員

団
賛

成
 

 
佐

久
病

院
労

組
な

ど
の

医
療
関

係
労

組
か

ら
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条

約
に
基

づ
く

労
働
条
件
改
善

の
陳
情

で
す

。

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
制

度
の

創
設

陳
情

は
継

続
審

査
 

 
社

会
資

本
整
備
交
付

金
の
利
用

が
可
能

で
あ

る
と
菅

総
理

が
答
弁

し
た

住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
制

度
。
佐

久

地
区

の
殆

ど
の

自
治

体
で

実
施

し

て
い

ま
す

。
経
済

建
設

委
員

会
は
井

出
節
夫

議
員

が
賛

成
し

た
の
み

で

継
続
審
査

と
な

り
、
先
送

り
で

す
。

Ｔ
Ｐ

Ｐ
反

対
の

請
願

・継
続
 

 
日

本
の
農

業
を
壊
滅

的
に

し
て

し

ま
う
環
太

平
洋
経
済
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

に
反

対
す

る
請
願

は
一

二
月

定
例

会

か
ら
経
済

建
設

委
員

会
で
継

続
審
査

と
さ

れ
て

い
ま

し
た

が
再
び
継

続
と

な
り

ま
し

た
。
（
賛
成

賛
成

賛
成

賛
成
・
有
坂

、
川
村

、

大
工
原

、
井

出
、
）
（

反
対

反
対

反
対

反
対
・
高
橋
）
 

Ｊ
Ａ

か
ら

出
さ

れ
た
慎
重
審

議
を
求

め
る
請
願

は
採
択

さ
れ

ま
し

た
。
 


